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「聴き合い 言い合い つながり

響き合う 子どもの育成」
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校 長 藤井 登志夫

みのりの多い ２学期に
地球温暖化の影響なのか、今年の夏はいつにない猛暑で、

保護者の皆様にお世話をおかけした午後からのプールも予
定していた全日が実施でき、大変多くの子どもたちの参加
がありました。暑い中のプール監視、本当にお世話をおか
けしました。有り難うございました。事故なく進めていた
だいたことに感謝しております。
２学期も引続き、保護者や地域の皆様にご協力いただき

ながら、どの子も安心して学校生活を送り、友だちと協調
し協力していけるよう社会性や思いやりの気持ちを持てる

ようにと日々取組んでいきます。
子ども時代は、大人になるための単なる準備期間ではないといわれています。

子どもは、今日を楽しく精一杯生き、生きがいを持って、将来への夢を抱き、そ
の実現のために前向きに進む存在であって欲しいと思います。
子どもたちにとって今日の楽しさや充実があってこそ、何事にも意欲的になれ

るのだと思います。
家族の愛情と心のこもった食事、思いやりのある友だちの存在が子どもにとっ

て成長の土台です。２学期も教職員一同、心と力を合わせて進めて参ります。保
護者の皆様どうぞよろしくお願いします。

児童集会 ７月１９日（火） 全校生

７月の１学期末の児童集会です。プールでのゲームを児童会の５・６年生が企
画・運営してくれました。快晴の中での集会で、時間の経つのも忘れて楽しみま
した。
内容は、写真のようなゲーム以外にもジャンケンゲームや玉入れなど。普段、

プールの中では浮くこと・泳ぐことの練習が中心ですので、子どもたちにとって

これらのゲームは楽しかったようです。

救命救急講習会 ７月２０日（水）
夏休み直前、吉野

消防署から署員の方
に来校いただいて、
救命救急講習会を開
きました。
夏休み中に水の事

故に遭遇した場合、
大切な命を救うため
にどういった措置を

とるのが有効かを教えていただきました。あってはならないことですが、もしか
の時のために、少しでも落ち着いて対応できるように繰り返し実技を学びました。
次に、意識をなくした人への対応・処置の仕方です。（概略）

①意識の確認 呼吸の確認 ②近くの人に依頼（１１９への電話 AED）
③気道を確保して人工呼吸２回 ④心臓マッサージ３０回 以下救援が来るまで
③と④を繰り返す。
暑い中でしたが、講習会へのご参加有り難うございました。

奉仕作業 ８月２１日（日）
毎年恒例のPTAの皆さ

ん方による奉仕活動です。
大変暑い中をガラスふき
や窓のクモの巣とり、１
階ベランダの腐食止め塗
装とご奉仕いただきまし
た。お陰さまで２学期に
向けて、随分と校舎がき

れいになりました。
子どもたちも１～５年生は運

動場の草引き、６年生は楮畑の
除草作業に精を出しました。伸
び放題だった草もなくなって、
運動場周りもすっきりとしまし
た。有り難うございました。

９月の主な予定
９月 １日（木）第２学期始業式 ２１日（水）秋の交通安全運動（～３１日）

２日（金）校内水泳大会 ２２日（木）秋分の日

５日（月）校内作品展 ２４日（土）秋季大運動会
１５日（木）運動会予行練習 ２６日（月）振替休日

１９日（月）敬老の日

※秋の交通安全運動期間中に本校が、奈良県交通安全協会から表彰を受けることにな
りました。日頃の啓発運動や交通安全教室への取組みが評価されたようです。


